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ボーリング柱状図

調      査      名

事業・工事名

ボーリングNO.

シートNO.

ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
代  理  人

コ        ア
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ボーリン
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孔  口  標  高

総  掘  進  長
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B-1(左) 36° 34’ 36.0000”

139° 49’ 46.0000”

128.88 m

9.10 m
0.00° 0.00°

宇都宮土木事務所 2008-08-04 ～ 2009-02-10
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128.28 0.60 0.60

盛土

127.58 0.70 1.30
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砂
(SM)

126.78 0.80 2.10

砂礫
(GS)

125.08 1.70 3.80

礫混じり
粘土
(CH-G)

122.38 2.70 6.50

粘土混じ
り砂礫
(GS-C)

119.78 2.60 9.10

凝灰岩
(Tf)

黒
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～
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中
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中
ぐ
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硬
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密
な
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黒ぼく（シルト）主体、上部礫混
じる。

シルトが全体に混じる。砂は微粒
砂。

φ5～30mmの亜円礫が主体。マト
リックスは粗砂。
1.80mにφ80mmの玉石あり。

φ5～20mmの亜円礫を混じる。
3.0m付近砂分やや多い。
所々にφ40～50mmの礫点在。

φ5～25mmの亜円礫主体。
マトリックスは細砂～粘土。
4.5m付近φ50～60mm礫点在。
6.35～6.50m間に玉石あり。

層理付近は、風化が進み粘土化し
ている。
8.0m～9.0m間、やや硬くなる。
コア採取率20％程度。
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